
グランドデザイン〔学校経営の全体構想〕

〈学習指導要領の理念〉 〈本校の使命〉 〈八郎潟町学校教育の目標〉
一人一人の生徒が、自分のよさや可 社会の中でたくましく生き、将 １ 確かな学力（知）を育む

能性を認識するとともに、あらゆる他 来の地域を担う人材の育成 ２ 豊かな人間性（徳）を培う
者を価値のある存在として尊重し、多 ３ 健康の維持と体力（体）の向上を
様な人々と協働しながら様々な社会的 図る
変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓 〈校 訓〉 ４ 実践力を育てる
き、持続可能な社会の創り手となるこ 文武両道 弘毅日新
とができるようにする。

〈保護者・地域の願い〉
○夢や目標に向かって努力する生徒

〈学校教育目標〉 ○思いやりのある生徒
〈本県学校教育が目指すもの〉 ○心身ともに健康な生徒
豊かな人間性を育む学校教育 実践力のある生徒の育成 ○ふるさとを愛する生徒

Ⅰ 思いやりの心を育てる ～あいさつと笑顔のあふれる八中～

Ⅱ 心と体を鍛える
Ⅲ 基礎学力の向上を図る ※実践力とは 〈目指す学校の姿〉
Ⅳ 教師の力量を高める ・社会の中で、自分なりの目標を ○あいさつと歌声が響く学校

もって自己実現を図ろうとする力 ○夢をもてる学校
・時と場に応じてどのような行動が ○地域とともに育つ学校
適切かを自分で考え、決定して、

〈中央地区学校教育の重点〉 実行する力 〈目指す生徒の姿〉
１ 学校教育目標を具現する教育課程の ○自ら求めて学ぶ生徒（知）
編成と実施 ○自他を大切にする生徒（徳）

２ 思いやりの心やたくましい心と体の ○たくましい心身をもつ生徒（体）
育成 〈経営の方針〉 ○地域に誇りをもつ生徒（郷土愛）

３ 資質・能力を育む各教科等の指導 〈居場所づくりのための３つのルール〉
４ 教職員一人一人の力量と学校の組織 「３つのWorkで生徒を育てる」 １ 人の話は最後まで聞く
力の向上を図る研修 ２ 人の失敗を笑わない

○チームワークによる効果的な指 ３ 人の嫌がることをしない・言わない
導

○軽快なフットワークによる指導
〈研究主題〉 ○ネットワークの形成と活用 〈目指す教師の姿〉

学ぶよろこびを実感できる授業づくり ○併設校という特色を生かした教 ○生徒を成長させるために愛情をも
育連携の推進 って接する教師

〈重点〉 ○指導力の向上を目指し、保護者や
(1)「分かった」「できた」を実感 地域に学び、研修に励む教師

できる授業づくりの工夫 ○学校経営に参画する意識をもち、
(2)自学の力を伸ばす工夫 全体の向上に寄与する教師

〈経営の重点と主な取組〉

⑴ 学習意欲と基礎学力の ⑵ 自他を大切にする豊かな ⑶ 体力づくりと健康・安全 ⑷ 地域に開かれた学校づく
育成（知育） 心と社会性の育成（徳育） に関する意識の高揚（体育） りと郷土愛の醸成（郷土愛）

○諸検査・調査の結果を活 ○道徳教育の充実 ○日常の保健衛生活動の充実 ○ＣＳ制度を活用した「地域
用した授業改善 ・全職員による道徳教育の ・疾病予防の活動、清掃、 の学校」づくりの推進

目標の共通理解に基づく 歯磨き、等 ・地域の財産の有効活用
○学びの効果を高めるため 諸行事の実施と指導 ○体育的活動の充実 ・地域を巻き込んだ教育活
のICTの積極的な活用 ・全校態勢による生徒指導 ・運動を楽しむ保体の授業 動の創造

の３機能を生かした指導 ・体育祭等の体育的行事 ○地域の支援による体験的活
○小学校や関係諸機関と連 の継続 ○様々な災害を想定した多様 動の計画的実施
携した授業研究会や職員 ・全学級における道徳科の な避難訓練の実施 ・ふるさと学習（総合Ｂ）
研修会の計画的実施 校内授業研究会の実施 ○命を大切にする意識を多面 ・職場訪問、職場体験

・道徳コーナーの有効活用 的・多角的に養う諸活動の ・ゲストティーチャーによ
○朝学習と家庭学習の継続 ○学級・学年内の温かい人間 実施 る授業や講演会
的実施 関係の構築 ・がん教室、性教育講座等 ○PDCAサイクルによる学校評

・HyperQ-U等を活用した学 の保健に関する行事 価の実施
○自学教室「ほうじ茶」の 級の実態把握と改善 ・交通安全教室 ○学校報、学年・学級通信、
継続的実施 ・SGE、SST、PA等の活動の ・救急救命講習 ホームページ等による積極

計画的実施 ○部活動の健全な運営 的な情報発信

〈学びの素材・人財〉
・地域の文化（伝統行事、文化的活動、史跡等） ・地域の活力（ふるさと先生、地域の関係機関、諸団体等）
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